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2 Pa－n 　メディア教材の試行と実験授業における教育効果
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食　　物

　目的　栄養士を養成する食物栄養専攻では医学に基礎を置きヒトの体内での機能を考慮

した「栄養」が重要視されてきた現状から、身体のしくみと臓器の機能等、生理学関係の

教育は充実を迫られている。解剖生理学実験の中で動物生体臓器を使用する実験は短時間

で実験が進行し、従来の方法では学生の生体のしくみに対する理解は不十分なまま進行し

充実した教育効果は上がらない。そこで、反復学習が可能で疑似体験出来うるマルチメデ

ィア教材を作成レその教育効果の有効性を検討することとした。

　方法　実験の様子を収めたビデオ、説明文字、イラスト、音声をそれぞれのソフトでパ

ーソナルコンピュータに取り込み、オーサリングソフトで統合してマルチメディア教材を

作成した。また、その教育上の有効性を確認するため、学生50人に対して、板書で十分に

実験の経過や内容等の説明を実施した後、実験前と実験後の2回、アンケートで調査した。

　結果　マルチメディア教材の内容はグレードアップの必要性を残してはいるものの、

実験にマルチメディア教材を利用することによって、学生が以前より実験へ興味を抱き、

実験の教育内容の充実に対して良好な結果が得られた。

６ ２日(日 第Ｐ会 午後1 :30～3 :00

2Pp-1　歩行率からみた日常身体活動強度の検討

　　　　　　　　　　　　　　　九州女了･大家政　　o屋代子

目的：日常的身体活動に出現する『歩行』を活動量および活動強度の尺度に用いることを検討する目的

で、歩行内容について詳細に調査した。

方法：成人被験者1 8名（女了l 2名、男了6名）を対象に、1995年2月~II月にかけて調査を行った。

身体活動計測装m. (アクトコーダＹＨ－１）を被験者の腰部に装着して、無拘束で約２日間にわたり

30秒ごとの歩行速度（歩／分）を計測･iSliiさせた。いっぽう、カロリーカウンター（セレクト）を

同時に装着し種々の消費熱量および歩行数を計測･記憶させた。さらに、被験者に常法による生活活動

記録表をあずけ、精度5～1 0分で行動内容を記録するよう依頼した。アクトコーダに記iiされた歩行

データはアクトコ―ダ解析ソフトによってPC98を用いて解析された。これら3種類の計測・記録結果を

もとに日常活動に出現する歩行内容について、とくに歩行率と活動内容との関連について結果を集約し、

さらに歩行率と活動強度との関連について考察を進めた。

結果：総歩行数に占める区域別歩行割合では、屋内脱靴歩行は1 0～20％で佃人差は小さかった。

いっぼう、屋内・崖外における靴を履いた歩行（着靴歩行）の割合を見ると、屋内従事者の場合、総歩

ｊの50～8 0％が屋内衿靴歩行で占められていたが、通勤形態によってはこの割合が著しく減少した。

雌内着靴歩行は、座位および立位活動に付随して出現するものであり、その歩行率は30～4 0歩／分

であｰ・た。また、種々の家内活動における屋内脱靴の歩行率は1 O～2O歩／分にあった。
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